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小・中学校理科における科学的に探究する学習の進め方に関する研究 

千葉県総合教育センター 

カリキュラム開発部科学技術教育担当 

研究指導主事 鈴木 啓督 

１ 主題設定の理由 

学習指導要領（平成 29年告示）において、小・中学校理科では理科の見方・考え方

を働かせ、科学的に探究するために必要な資質・能力の育成が明記された。科学的に探

究する学習は従前から重要視されていたが、これからは新たに理科で育成する資質・能

力を明確にし、より一層充実することが求められているということである。 

このような中で平成 30 年度全国学力・学習状況調査では、中学校の理科において科

学的に探究する場面について回答する問題では改善が必要であることが示されている。

さらに千葉県においては、正答率が全国平均と比べ 5.8ポイントも低い値であることが

明らかとなった。 

では、理科を担当する教員は、これまで科学的に探究する学習を行うことについてど

のように感じていたのか。2010年に全国の中学校（国公私立）の理科教員を対象に行っ

た調査（Benesse教育総合研究所による）では、理科教員が不安視する授業内容として

『探究的な学習』が５割を超えていることが示された。また、2018年の同調査では『科

学的に探究しようとする態度が満足できる水準で身に付いている生徒はどのくらいの

割合か』という質問について、『７割以上が身に付いている』と回答した教員はわずか

19％であった。これらから、学習指導要領で目指す科学的に探究する学習の実践に向け

て、教員側の準備は十分ではなく、有効な手立てをとることが不可欠であると思われる。 

そこで、本研究では科学的に探究する学習の進め方について検討し、科学的に探究す

る学習の「小・中学校理科における科学的に探究する学習授業デザイン集」（以下「授

業デザイン集」）を作成し、これを活用した指導実践を行い、その有効性を検証する。

これにより県内の教員の指導力向上に寄与し、児童生徒に必要な資質・能力の育成につ

ながると考え本主題を設定した。 

 

２ 研究の目的 

小・中学校理科において、科学的に探究する学習において有効な授業デザインを開発

する。 

また、本研究の成果を「授業デザイン集」および指導資料として県内に広めることで、

教員の指導力向上に寄与するとともに、児童生徒に必要な資質・能力の育成を目指す。 

 

３ 研究計画 

(1)研究組織 

実践的な研究となるように、小・中

学校の教員を研究協力員として図１の

ような研究組織を立ち上げ、研究協力

員会議で検討、協議して研究を進める

こととした。 
図 1 研究組織 
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(2)研究計画 

研究計画を表１に示す。本研究は３か年計画で実施する。 

表 1 研究計画（3年計画） 

年度 月 内     容 

令和 

２年度 

 

４月 

６月 

11月 

 

２月 

情報収集及び研究計画作成（研修組織づくり、研究協力員の委嘱） 

第１回研究協力員会議（研究概要説明及び意見交換） 

第２回研究協力員会議（授業デザイン内容検討及び指導資料作成） 

授業デザイン作成、指導資料作成 

センター研究発表会（中間報告） 

３年度 ４月 

５月 

11月 

 

２月 

研究計画の見直し、立案 

第１回研究協力員会議（児童生徒実態調査、検証授業時期・授業者の決定） 

第２回研究協力員会議（研究協力員による検証授業の実施、実施後実態調査） 

検証結果の分析と考察 指導資料の改善 

センター研究発表会（中間報告） 

４年度 ４月 

 

８月 

12月 

２月 

研究計画の見直し、立案 

第１回研究協力員会議（教員向け研修準備） 

教員向け研修の実施、研修事後調査、研修参加者追跡調査 

第２回研究協力員会議（研究のまとめと成果、課題について協議） 

センター研究発表会（最終報告）、「授業デザイン集」の配付 

令和２年度は、研究組織を立ち上げ、研究協力員会議において研究内容を協議し、小・

中学校それぞれの学年ごとにモデルとなる科学的に探究する学習の授業デザインを作

成する。 

令和３年度は、この授業デザインを基に、学校において授業実践を行い、その有効性

を検証する。授業実践については、小学校３年から６年の各学年および中学校１年から

３年の各学年において行う。有効性の検証に当たっては、講師（大学教授）の指導のも

と適切に行う。有効性の検証は、科学的に探究する学習によって育成される資質・能力

について、児童生徒の実態をつかむためにプレテストとポストテストを分析するととも

に、児童生徒のレポートや振り返りなどの記述を分析する予定である。また、授業者の

授業改善がなされたかどうかについて、授業者への質問紙調査を実施する。 

令和４年度は、検証授業の分析結果を基に授業デザインをさらに改善し、「授業デザ

イン集」を作成する。作成した「授業デザイン集」を基に、科学的に探究する学習の進

め方に関する研修を実施し、本研究の成果を広く県内の教員に広め、指導方法の普及を

図るとともに、その研修の成果をまとめる。 

 

４ 研究の内容 

 (1)科学的に探究する学習についての文献調査 

ア 理科で求められる資質・能力 

新しい学習指導要領では、教科等の教育目標や内容は、各教科等の資質・能力の

在り方を踏まえて再編成された。小学校学習指導要領（平成 29年告示）理科編では

理科の目標については、次のように示されている。 

自然に親しみ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど

を通して，自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。 

(1) 自然の事物・現象についての理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技能を身に
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付けるようにする。 

(2) 観察，実験などを行い，問題解決の力を養う。 

(3) 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。 

また、中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説理科編では、以下のように示さ

れている。 

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を

行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 

(1) 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験な

どに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

(3) 自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

小・中学校それぞれの理科の目標に、科学的に問題を解決する資質・能力、または

科学的に探究する資質・能力の育成が明記されている点が特徴である。また、その具

体的な内容は、資質・能力の三つの柱に基づいて(1)が知識・技能、(2)が思考力・判

断力・表現力等、(3)が学びに向かう力・人間性等にそれぞれ対応している。 

イ 理科の見方・考え方について 

中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説理科編において中学校における「理科

の見方・考え方」は以下のように示されている。 

自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉

え，比較したり，関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること 

これまで「科学的な見方や考え方」を育成することを理科の目標として位置付け

ていたが、今回の改訂では「見方・考え方」は資質・能力を育成する過程で働く、物

事をとらえる視点や考え方として整理された。 

「見方」については「エネルギー」を柱とする領域では主として量的・関係的な見

方、「粒子」を柱とする領域では主として質的・実体的な見方、「生命」を柱とする領

域では主として共通性・多様性の見方、「地球」を柱とする領域では主として時間的・

空間的な見方として明示された。これらの見方は、それぞれの領域だけにあるもので

はないこと、ここに明示された視点に限定はしないことが留意点として挙げられて

いる。 

「考え方」については、探究の過程を通した学習活動の中で、比較したり、関係付

けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えることとして整理できる。 

これらの「理科の見方・考え方」を働かせながら、自然の事物・現象を科学的に探

究するために必要な資質・能力を育成することが求められている。 

ウ 学習過程（探究の過程）について  

平成 28 年 12 月の中央教育審議会答申において、資質・能力を育成する学びの過

程について高等学校を例として以下のように述べられ、そのイメージが図２のよう

に示されている。 

理科においては、課題の把握（発見）、課題の探究（追究）、課題の解決という探究の過程

を通じた学習活動を行い、それぞれの過程において、資質・能力が育成されるよう指導の改

善を図ることが必要である。そして、このような探究の過程全体を生徒が主体的に遂行でき

るようにすることを目指すとともに、生徒が常に知的好奇心を持って身の回りの自然の事

物・現象に接するようになることや、その中で得た気付きから疑問を形成し、課題として設

定することができるようになることを重視すべきである。 
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小・中学校においても、高等学校の例と同様の流れの学習過程（図２）を捉えるこ

とが必要であり、これらの学習過程を通して児童生徒の資質・能力を育成することが

求められている。 

また、千葉県では「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」を活

用し、「主体的・対話的で深い学び」の学びに向けた授業改善を目指している。この

実践モデルプログラムと図２の学習過程は共通性があると思われる。 

 

図 2 資質・能力を育むために重視すべき学習のイメージ（中央教育審議会答申の資料を一部修正） 

 

エ 学習評価の充実 

学習指導要領では、学習評価の充実について新たに述べられた。特に、単元や題

材など内容のまとまりを見通しながら、児童生徒の主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善を行うと同時に、評価の場面や方法を工夫して、学習の過程や成果

を評価することを示し、授業改善と評価の改善を行っていく必要性が述べられ、学習

評価の改善の基本的な方向性が以下のように示された。 

①児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと  

②教師の指導改善につながるものにしていくこと  

③これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められないものは見直していくこと 

また、「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料小学校（中学校）

理科編（令和 2年 3月）では、「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏まえ

た評価規準の作成について述べられ、その手順などが示されている。「内容のまとま

り」は単元のまとまりと見なすことができる。 

 

(2) 研究の構想 

これまで科学的に探究する学習について学習指導要領等からその位置づけを整理し

た。これを受け、本研究では図３のような構想を基に授業デザインを作成する。 
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図 3 研究の構想図 

(3) 授業デザイン作成 

ア 授業デザインの骨子 

本研究の構想図を基に、授業デザインの骨子を以下のような項目を含むものとし

て定める。 

①単元の目標  

・単元で育成する科学的に探究するために必要な資質・能力を明確にする。 

②働かせる理科の見方・考え方と育成する資質・能力について 

・どのような理科の見方・考え方を働かせて資質・能力を育成するのかを示す。 

③評価の計画 

・目標に基づき、単元を「内容のまとまり」として評価する。 

・観点別の評価規準を基に、学習状況を記録に残す場面を設定する。 

④授業の展開 

・学習の過程（探究の過程）のなかで指導内容を位置づける。 

⑤板書計画 

・学習の過程が板書で振り返れるように示し、教師の授業改善に役立てる。 

⑥評価のフィードバック 

・児童生徒の学習改善に役立つような評価のフィードバックの方策を立てる。 

※令和 2年度は未着手 

 

イ 授業デザイン例 

授業デザインの骨子に基づき、小学校第３学年～第６学年、中学校第１学年～第

３学年において、重視する探究の過程を基本の内容として以下の単元について授業

デザインを検討し、作成をしている（表２）。次ページにて作成中の「６年 ものの

燃え方」の授業デザインを具体的に紹介する（図４）。 

 

 

授業デザイン

自然の事物・現象を
科学的に探究する

（問題を科学的に解決する）
ための資質・能力の育成

理科の目標

科学的に探究する力

科学的に探究する力を養う
授業づくり

見方

考え方

見方を働かせるための
指導資料

学習の過程(探究の過程）

見出す

自分で

取り組む

広げ

深める

まとめ

あげる

楽しく授業できる

資質・能力が育成される
理科を好きになる
理科が役に立つと感じる

子どもの実態と向き合う

研究協力員（小・中学教
員）とともに作成する

県実践モデルプログラム

働かせる

量的・関係的な見方
質的・実体的な見方など

考え方を働かせるための
指導資料

比較する・分類する
関係づける など

研究協力員会議

実態調査、事前事後調査

先

生

子
ど
も

カリキュラム・マネジメン
トとしての指導と評価

見通し 振り返り

授業に役立つ
学習評価の充実のための資料

教師の指導改善につながるもの

児童生徒の学習改善につながるもの

自然事象に対する気付き

課題の設定

仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施

結果の処理

考察・推論

表現伝達

次の探究の過程

見通し

振り返り

理科の「見方・考え方」
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表 2 学年ごとに作成した授業デザインに取り上げた単元、学習の過程 

 学年 単元名 学習の過程 

小学校 3年  磁石の性質 自然事象に対する気付き→課題の設定 

4年  季節と生物 課題の設定→仮説の設定、学習の過程の見通しと振り返り 

5年  天気の変化 仮説の設定→検証計画の立案 

6年  燃焼の仕組み 仮説の設定→検証計画の立案、観察実験の実施 

中学校 1年  身の回りの物質 課題の把握→探究→解決 

2年  動物の生活と生物の進化 課題の把握→探究（追加の実験）→解決 

3年  地球と宇宙 課題の把握→探究→解決、学習の過程の振り返り 

 

 

 
図 4 作成している授業デザイン（小学校第 6学年 ものの燃え方） 

単元名 燃焼の仕組み

単元の目標

空気の変化に着目して、物の燃え方を多面的に調べる活動を通して、燃焼の仕
組みについての理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付けるとともに、主
により妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

評価の計画（例）

授業で働かせたい理科の見方・考え方 と 育成したい資質・能力

・物が燃えたら、何かが増えたのかな。
何かが減ったのかな。関係があるの
かな。

・物が燃えると容器の中の酸素が減ると
二酸化炭素の量が増えるのかな。

〇観察した事象や実験の結果をもとに、目に見えないことがらについて、その
原因や変化の過程について論理的に推論する力。

〇調べたいことを明確にし、見通しを持って実験方法を構想する力。
〇見いだした事実と日常生活を結びつけ、より妥当な考えをつくりだす力。

評価規準(例） 重点 記録

１ ①燃焼の仕組みについて、問題を見いだし、予
想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現
するなどして問題解決している。

思①
【発言
・記述】

２

３

①植物体が燃えるときには、空気中の酸素が
使われて二酸化炭素ができることを理解して
いる。

①燃焼の仕組みについての事物・現象に進ん
で関わり、粘り強く、他者と関わりながら問題
解決しようとしている。

知①
【発言・
記述】
主①
【行動】

○

○

４

５

②燃焼の仕組みについて、観察実験などを行
い、物がもえたときの空気の変化について、
より妥当な考えをつくりだし、表現するなどし
て問題解決している。

思②
【発言
】

６ ①燃焼の仕組みについて、問題を見いだし、予
想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現
するなどして問題解決している。

思① ○
思考ツール

７ ②燃焼の仕組みについて、観察実験などを行
い、物がもえたときの空気の変化について、
より妥当な考えをつくりだし、表現するなどし
て問題解決している。

知②思②
【発言・
記述】

○

８ ①植物体が燃えるときには、空気中の酸素が
使われて二酸化炭素ができることを理解して
いる。

①燃焼の仕組みについての事物・現象に進ん
で関わり、粘り強く、他者と関わりながら問題
解決しようとしている。

②燃焼の仕組みについて学んだことを学習や
生活に生かそうとしている。

知①
【発言・
記述】主
①

【記録】
主②
【発言】

○
思考ツー

ル

質的・実体的な見方

・物が燃える前と燃えた後では、容器の
空気が変化しているのではないか。

・植物体が燃える前と燃えた後では、空
気が変化しているのではないか。

量的・関係的な見方

第6学年

「多面的な」考え方

「条件制御」考え方

何を制御するのかはっきりさせる

・あれ、二酸化炭素が５０%でも、酸素
が多いとすごい勢いで燃えるね。

・二酸化炭素が無くても、酸素の割
合が少ないと、すぐに火が消えて
しまうよ。二酸化炭素のせいでは
なかったんだね。

・酸素の割合が肝心だったんだね。

目に見えない

「空気」という「物」に着目させる

何か1つが「変化する」と
他の何かが「変化する」のか

・二酸化炭素９０％、酸素１０％の人工
空気の中では、二酸化炭素がとても
多いから、火はすぐに消えると思う。

・二酸化炭素５０％、酸素５０％でもすぐ
に火は消えるとおもう。二酸化炭素
があれば消えると思うから。

複数の実験結果を比較したり、

関係付けたりさせる

児童から引き出したい見方の例

児童から引き出したい見方の例

児童から引き出したい考え方の例

児童から引き出したい考え方の例

育成したい資質・能力

本単元では評価の計画を8時間で設定した。8時間のうち児童全員の観
点別の学習状況を記録に残す場面の5時間（記録：○）と特徴的な児
童の学習状況を残す場面の3時間として設定した。

●実験結果の見通して、検証計画を立てる際に思考ツール【キャンディチャート】使用
する。

●キャンディチャートは予想することを助けるツール、予想は一定の条件を前提として
立て、キャンディ部分に記入する。条件について何らかの変更を「もし～なら」と仮
定し、キャンディの左の“ひねり”に記入する。

●仮定したことに対して予想があてずっぽうにならないように、理由や根拠を探し、
「なぜなら・・・」を右の“ひねり”に記入します。

学習活動（○生徒の活動、●教師の支援）

〇前時の学習を想起する
●前時の学習を想起させたうえで、追加の資料（火が燃え
る前後の空気の変化のグラフ）を示す。
○資料から仮説を設定する。

〇火が消えた原因について調べる方法を考える。
〇実験用気体の作り方とキャンディチャートについて知る。
〇仮説ごとにグループを作り、次時の実験の計画をたてる。
●思考ツール「キャンディーチャート」を紹介し、火を燃
やす容器の中の気体の割合とその結果、なぜそうなると思
うかを考えられるようにする。
●火が消えた原因が酸素の割合の低下にあると考えるのか、
二酸化炭素の割合の増加にあると思うのか、自分の考えを
明確にして考えるように助言する。

〇各グループが考え人工空気を作り、燃焼実験を行う。
●結果の見通しを持たせるように助言する。

○実験結果が自分の予想が妥当であるか考える。
●予想が妥当でないとした児童には、実験方法を見直すよ
うに助言する。

授業展開

板書の例

主体的・対話的で深い学びにむけて第６～７時／８時

容器の中で火が消えたのは、
【仮説①】酸素が減ったからなのだろう。
【仮説②】二酸化炭素が増えたせいだろう。

思考ツール【キャンディチャート】の使用

もし、
（人工空気の組成）

酸素５０％
二酸化炭素５０％
の空気だったら

なぜなら
二酸化炭素が
５０％もあるから

ろうそくの火を入れ
てもすぐに消えてし
まうだろう。

酸素５０％ 二酸化炭素５０％

もし～なら

なぜなら・・・
結果の予想
の根拠

こうなるだろう
結果の予想

人工空気の
組成

●予想が確かめられた場合に得られる結果の見通しをもち、共有する場面を設定
する。時の学習を想起することで、酸素と二酸化炭素の割合について、文や図、
思考ツールなどを用いて予想を表現し、それを基に話し合う活動を設定する。

●解決の方法を発想した後、自分の予想したことが確かめられた場合に得られる
結果の見通しを行う。さらに、自分や他者の実験結果の見通しを共有すること
で、自分だけでなく他者の予想や実験結果の見通しも捉えた上で実験を行うこ
とができるようにしている。

「条件制御」の考え方を働かせるための工夫

●自分で作成するキャンディの数は1つでもいいし、２つ、３つ作成してもかまわない。
また、グルーブごとの仮説を並べて、他者の仮説を実験結果の見通しを共有する際に
も使用することができる。

自然事象に対する気付き

課題の設定

仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施

結果の処理

考察・推論

表現伝達

次の探究の過程

第６時

二酸化炭素が火を消したのではなく、酸素の割合が減る
ことが火が燃えなくなる原因だ。

※実験計画を考える。
キャンディーチャートを使って、予想ごとのグループで

・酸素の割合が減ったからかな。
・二酸化炭素の割合が増えたからかな。

※気体をまぜることで、人工空気を作って調べる。
どんな人工空気で調べればいいだろう。

・二酸化炭素の増加説
→ 酸素は十分にあるが、二酸化炭素が多い空気
→ 酸素は少ないが、二酸化炭素がない空気

・酸素の割合の減少説
→ 酸素の割合が多い空気
→ 燃やした後の酸素の割合を調べる

もし、酸素５
０％

二酸化炭素５
０％

の空気だったら

なぜなら
二酸化炭素が

５０％もあるか
ら

ろうそくの火を
入れてもすぐに
消えてしまうだ
ろう。

もし窒素９０％
酸素１０％

の空気だったら

なぜなら
二酸化炭素が

まったくなくて
酸素がまだあるから

ろうそくの火を
入れたらしばら
くは燃えるだろ

う。

もし、酸素１０
０％

の空気だったら

なぜなら
酸素濃度が問題
だと思うから

長く燃え続ける
けど、酸素の割
合が減ったら

やっぱり消える
だろう。

気体検知管で調
べる

火が燃える前と、燃えた後の空気の変化

容器の中で火が消えたのは、酸素が減ったからなのだ
ろうか。それとも二酸化炭素が増えたせいなのだろうか。

実験の計画

仮説
必要なもの
手順・方法
予想

もし窒素９０％
酸素１０％
の空気だったら

なぜなら
二酸化炭素が
まったくなくて

酸素がまだあるから

ろうそくの火を
入れたらしばらくは
燃えるだろう。

窒素９０％ 二酸化炭素10％

「質的・実体的」な見方を働かせるための工夫
●何らかの質的な変化があった時に、その中の粒子の状態がどうなっているのかという
視点。小学校では「物レベル」、中学校では「物から物質レベル（分子、原子）」で
とらえさせる。本時では「空気」という「物レベル」で注目させる。
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(4) 指導資料作成 

科学的に探究する学習を進める上で、必要に応じて使用できるものとして、以下の

指導資料を作成した。 

ア 理科の見方トレーニングポスター 

主に「エネルギー」の領域では「量的・関係的」な見方、「粒子」の領域では「質的・

実体的」な見方、「生命」の領域では「共通性・多様性」の見方、「地球」の領域では

「時間的・空間的」な見方が示されている。ただし、これらは、領域固有のものでは

なく、他の領域でも用いられる見方である。そこで、本研究では、小・中学校の教科

書に掲載されていて、なおかつ児童生徒にとってなじみが深いであろう千葉県の花

である「ナノハナ」を１つの対象とし、それぞれの領域の見方で捉えた場合の具体的

な例を示し、1枚のポスターとしてまとめた。これを見ることで、理科の見方の具体

的なイメージを教師だけでなく児童生徒にも持たせたいと考えた（図５）。 

イ 理科の学習の進め方ポスター 

 理科においては、探究の過程を通じた学習活動を行い、それぞれの過程において、

資質・能力が育成されるよう指導の改善を図ることが必要である。この過程をポスタ

ーとして掲示することで、教師だけでなく、児童生徒にとっても学習の過程の見通し

が持てるようにしたいと考えた。学習指導要領の趣旨を損なわないように、探究の過

程を示し、その時の具体的な様子の例をイラストと吹き出し中のコメントを用いて

記載した（図６）。 

ウ 理科の考え方を働かせる思考ツール活用表 

理科の考え方を働かせる場面について、教師のいろいろな工夫が考えられる。本研

究では、「思考ツール」を活用することにより、理科の考え方を働かすことができる

場面がないか検討した。「思考ツール」とは図や矢印、線などを使って考えを進める

手続きやそれをイメージさせる図のことを指し、近年教育現場で盛んに活用されて

いる。 

思考ツールはアイデアや問題を視覚化したり、考えや情報を整理するために使用

したりすることができる。また、学んだ事同士のつながりを明確にできたり、これを

基に意見を友達同士で共有したりする際にも使用できる。さらに思考ツールに示し

た内容を基に、考えを評価するために使用することもできる。 

そこで、本研究では「思考ツール活用表」を作成した。これは、小学校第３学年か

ら中学校第３学年の理科の学習内容に「思考ツール」を活用して、理科の考え方を働

かせることができそうな場面をまとめたものである。各学年に重点的に働かせる理

科の考え方を中心にして一覧にした。図７はその一部である。例えば、小学校３年生

の学習内容で、昆虫の育ち方、植物の育ち方、電気の通り道、磁石のふしぎなどでベ

ン図を使うことが、比較するという考え方を働かせることに有効であるだろうとし

てまとめてある。 

 

５ 研究の成果と課題 

今年度は、科学的に探究する学習の進め方について、研究協力員と協議をし、授業デ

ザインとしてまとめることができた。また、指導資料を作成することができた。次年度

は、この授業デザインや指導資料を基に、授業を実践しその有効性を評価する。一方、



 

Ⅴ-8 

授業デザインについては、次の点が課題として残っており、さらに検討する。 

(1) 活用しやすい授業デザインおよび指導資料にするための工夫 

授業デザイン例および指導資料を作成したが、児童生徒の実態や学校地域の特性に

合わせ、必要に応じて使えるような活用しやすい授業デザインを作成できるように改良

を加えていきたい。そのために令和３年度は授業実践を行い、課題を鮮明にしたい。 

(2) 評価をフィードバックし授業改善へつなげる工夫 

教師の授業改善と児童生徒の学習改善に役立つようなフィードバックの例を掲載す

ることができなかった。教師の評価、児童生徒の自己評価、他者による評価などがフィ

ードバックされるような指導・評価資料を作成したい。 

 

 

  

図 7 思考ツール活用表の一部 

小中学校理科における思考力、判断力、表現力等に関する学習指導要領の記載および思考ツール・思考スキルと「理科の考え方」の関係

思考ツール ベン図 座標軸
イメージマップ
（ウェビング）

マトリックス
(表）

データチャート
（情報整理表）

Ｙチャート Ⅹチャート ｗチャート クラゲチャート くま手チャート
フィッシュボーン
（特性要因図）

ピラミッド・チャー
ト

コンセプトマップ
（概念地図法）

ＫＷＬチャート ステップチャート キャンディチャート 矢印と囲み

Ｙ Ⅹ Ｗ

【思考力、判断力、
表現力等のうち、そ
の学年で育成を目指
す主なもの】

　　　思考スキル

【理科の考え方】

・比較する
・分類する

・比較する
・分類する
・位置づける
・整理する

・アイディアを出す
・広げてみる
・関係づける
・関連付ける
・評価する

・分類する
・整理する
・比較する
・多面的に見る

・理由づける
・分類する
・分析する
・整理する

・多面的に見る
・多角的に見る
・アイディアをだす
・焦点化する

・多面的に見る
・多角的に見る
・アイディアをだす
・焦点化する

・多面的に見る
・多角的に見る
・アイディアをだす
・焦点化する

・多面的に見る
・多角的に見る
・アイディアをだす
・焦点化する

・アイデアを出す
・広げてみる
・多面的に見る
・分類する

・分析する（原因と
結果）
・焦点化する
・構造化する

・焦点化する
・構造化する

・関係づｋる
・関連付ける
・構造化する

・焦点化する
・計画する
・見通す
・ふりかえる
・整理する

・順序立てる
・計画する
・構造化する
・要約する

・仮定する
・予想する
・推論する
・見通す

矢印
・順番、順序
・関係・関連
・理由、根拠
・因果
囲み
・同じ意味、同じ種
類
・まとまり

小３

（比較しながら調べ
る活動を通して）自
然の事物・現象につ
いて追究する中で、
差異点や共通点を基
に、問題を見いだ
し、表現すること

比較する

・こん虫の育ち方
（こん虫の体のつく
り、こん虫の育ち
方）
・植物の育ち方
・しぜんのかんさつ
・電気の通り道
・じしゃくのふしぎ

・動物のすみか
・ものの重さ
・風とゴムの働き
・光と音の性質

・植物の育ち方
(１)(２)
・地面の様子と太陽
・音のふしぎ

・音のふしぎ
・太陽の光
・電気の通り道
・じしゃく
・光

・電気の通り道
・じしゃくのふしぎ

・こん虫の育ち方
（まとめ）
・電気の通り道（学
習後）
・じしゃくのふしぎ
（学習後）

・ゴムや風の力 ・しぜんのかんさつ ・こん虫の育ち方

小４

（関係づけて調べる
活動を通して）自然
の事物・現象につい
て追究する中で既習
の内容や生活経験を
基に、根拠のある予
想や仮説を発想す
る。

関係付ける

・わたしたちの体と
運動
・星や月（３）冬の
星

・温度の変化
・天気と気温
・季節と生物
・ものの温度と体積
・ものの温まり方
・すがたを変える水
・電池の働き
・とじこめた空気と
水

・音のふしぎ
・太陽の光
・雨水のゆくえ
・電池の働き

・季節と生物（夏）
・金属のあたたまり
方

・季節と生物（春）
・月と星の位置の変
化
・わたしたちの体と
運動

・星や月(１)星の明
るさや色（導入）

・季節と生物２
（春）

・ものの温度と体積

・すがたを変える水
（湯気が出始める
前、出始めたとき）
ダブルコンセプト
マップ

・・空気の温度と体
積

小５

（条件を制御しなが
ら調べる活動を通し
て）自然の事物・現
象について追究する
中で予想や仮説を基
に、解決の方法を発
想し、表現するこ
と。

条件を制御する
天気と情報(１）天気
の変化

・天気の変化
・メダカのたんじょ
う
・生命のつながり
（１）植物の発芽と
成長
・天気と情報２台風
と防災

・ふり子の動き（条
件の整理、結果の整
理)
・もののとけ方
・電磁石の性質
・流れる水のはたら
きと土地の変化
・電流がつくる磁力
・植物の成長
・天気の変化

・ふりこの動き
・植物の実や種子の
でき方
・もののとけ方

・人のたんじょう ・植物の発芽と成長

・電磁石の性質
・生命のつながり
（１）植物の発芽と
成長
・ふりこの働き
・もののとけ方

小６

（多面的に調べる活
動を通して）自然の
事物・現象について
追究する中でより妥
当な考えをつくりだ
し、表現すること。

多面的に考える

・体のつくりとはた
らき（まとめ）
・水よう液の性質

・水よう液の性質
・手このはたらき(ま
とめ）

・体のつくりと働き
（導入）
・生物どうしの関わ
り（まとめ）
・生物と地球環境
・生物どうしの関わ
り
・私たちの生活と電
気

・植物の成長と日光
の関り

・てこのはたらき
・植物の成長と水の
関わり

・体のつくりとはた
らき
・水よう液の性質
・電気の利用
・生物と地球環境

・ものの燃え方
・土地のつくりと変
化

中１

問題を見いだし見通
しをもって観察、実
験などを行い、【規
則性、関係性、共通
点や相違点、分類す
るための観点や基
準】を見いだして表
現すること。

小学校で習った考え方の
利用
（・比較・関係付け・条
件制御・多面的思考）
・共通点と相違点
・規則性や関係性
・巨視的
・微視的
・連続性
・順序性　等

・植物、動物の分類

・気体の性質まとめ
・【分類】被子植物
の体のつくり
・【分類】植物の仲
間分け
・【分類】金属に共
通な性質
・【分類】いろいろ
な気体の性質
・【分類】マグマの
ねばりけと火山の形
や噴火の様子

・植物、動物の分類
植物の観察結果まと
め

・【予想する】凸レ
ンズの半分を隠すと
どうなるか

・光合成と呼吸のし
くみ
・状態変化と粒子の
運動

中２

見通しをもって解決
する方法を立案し
て、観察、実験など
を行い、その結果を
分析して解釈し、
【規則性や関係性】
を見いだして表現す
ること。

小学校で習った考え方の
利用
（・比較・関係付け・条
件制御・多面的思考）
・共通点と相違点
・規則性や関係性
・巨視的
・微視的
・連続性
・順序性　等

・いろいろな化学変
化（酸化を防ぐ方
法）
・各単元のまとめ
・化学実験の結果ま
とめ

・各単元のまとめ
・【分類】セキツイ
動物のなかま分け

消化のしくみ

・【焦点化する】乾
電池３個のうち、１
個逆にして直列にす
るとどうなるか
・【焦点化】高気圧
と低気圧の地上付近
の風のふき方
・【焦点化】海風と
陸風のふく理由
・【焦点化】夏が暑
い理由

・【予想する】爬虫
類、鳥類の卵が殻に
包まれている理由

・細胞の呼吸
・血液の循環

中３

見通しをもって観
察、実験などを行
い、その結果（や資
料）を分析して解釈
し、【特徴、規則
性、関係性】を見い
だして表現するこ
と。探究の過程を振
り返ること。

小学校で習った考え方の
利用
（・比較・関係付け・条
件制御・多面的思考）
・共通点と相違点
・規則性や関係性
・巨視的
・微視的
・連続性
・順序性　等

・【焦点化】遺伝の
規則性
・【焦点化】電池で
電流が流れる理由

斜面を下る台車の運
動（力学的エネル
ギー保存）
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図 5 理科の見方トレーニングポスター 図 6 理科の学習の進め方ポスター 

新しいものが見えてくる？「理科の見方」

4つの で見てみよう

量的・関係的
比べる２つの量は関係してる？

 

共通性・多様性
基準によって分類する時間と空間を合わせて見てみる

質的・実体的
見えないものを見ようとして 

なぜおしべの数は4本と多いのに
めしべの数は1本しかないの？
おしべの数とめしべの数に
関係はあるのかな？

花びらの枚数は4枚。
がくの枚数は4枚。
同じだ。何か関係はあるのかな？

ナノハナの花粉症ってあるのかな？
スギやヒノキの花粉と違うのかな。

ナノハナの花粉はどのくらい飛ぶのかな。

世界のどこでもナノハナ
は咲いているのかな。
千葉県以外にもナノハ
ナはあるのかな。
そもそもナノハナはどこ
が原産なのかな。

ナノハナはいつ咲いていつ枯れるのかな。

ナノハナは一日で
どのくらい大きくなるのかな？

花が咲くのは朝？昼？夜？

1つのナノハナにたくさんの花がある。
花の数が多くなると
花粉の量はきっと多くなる。
これってどんな意味があるのかな？

花粉ってどんな形？大きさ？みえないな。
ルーペで見てみよう！
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デンプンってみえる？見た目ではわからないな。
ヨウ素液でしらべてみよう！

水はどこを通っているのかな？見えないな。
どんな方法を使えば見えるようになるかな。

花の色を基準にすると、同じ仲間。

葉のつき方を基準にすると、違う仲間。

ヒマワリ

デンプンの構造式

植物のつくりを基準にすると、
根・茎・葉があるので植物の仲間。

ナノハナ
(菜の花)

カラシナ
(からし菜)

すごく似た仲間もあるみたい。

実はナノハナにも
種類はたくさんある

めがね

菜の花や 月は東に 日は西に（与謝蕪村）
これはどんな位置関係なのかな。月の形は？

時間はいつなのかな。

ナノハナを 「理科の見方」
で見ると・・

自然事象に

対する気付き

課題の設定

仮説の設定

検証計画の

立案

観察・実験の

実施

結果の処理

考察・推論

表現・伝達

花の色がちがうものがある。
あげた水によって花の色
がかわるのかな。

幼虫のエサを食べる量
と成虫になるまでの時
間は関係があるのかな

なんでこうなっ
たのかな

予想通りに
なるかな

他のことにも
あてはまるか
もしれない！

これが原因じゃ
ないかな

自分たちで考えよう！

てこの規則性や働きはど
うやってしらべたらいいか

な。

他の考え方は
できないかな

理科の学習の進め方

１２３４５６ １ ２ ３ ４ ５ ６

はさみは、
てこの規則性が
つかわれてる

３年

４年

５年

６年

見通し

振り返り

★理科の見方・考え方について解説した動画を用意しています。ＱＲコードを読み込み、理科の見方・考え方についてマスターしてみよう。

力を加える位置
や大きさを変えて
みよう。

なるほど‼

こっちの花は昼も咲いて
る。アサガオの花は本当
に朝だけ咲くのかな。

１年生の時に育てて、種
がたくさんとれたけど
他の植物はどうかな。

つるって不思議だな。
なんのためにあるの
かな。

実験結果をグラフや表にすることで
規則性や関係性が分かりやすくな
ります

理科の
見方・考
え方を働
かせてみ
よう


